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お らし せ行政
からの

　

小
中
一
貫
校
東
原
庠
舎
西
渓
校
中
学
部
生
徒
会
は
、
生
徒
会
執
行

部
（
生
徒
会
長
、
副
会
長
）、
専
門
部
（
放
送
生
活
部
、
保
体
部
、
図

書
文
化
部
、
給
食
部
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
部
）
か
ら
構
成
さ

れ
て
お
り
、
各
専
門
部
は
部
長
、
副
部
長
の
２
人
で
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

生
徒
会
長
の
西
村
さ
ん
は
、
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
し

た
い
と
の
思
い
を
込
め
た
『
一
期
一
会
の
縁
』
を
合
言
葉
に
掲
げ
、

あ
い
さ
つ
運
動
や
全
校
合
唱
な
ど
小
中
学
校
の
交
流
を
深
め
る
活
動

を
企
画
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
生
徒
会
の
活
動
方
針
は
「
一
期
一
会
の
縁
」
で
す
。「
み

ん
な
と
出
会
え
た
こ
の
西
渓
校
の
仲
間
を
大
切
に
し
た
い
」
と
い
う

生
徒
会
長
で
あ
る
西
村
く
ん
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

西
渓
校
で
は
、
生
徒
会
長
の
思
い
も
大
切
に
し
、
小
中
一
貫
校
の

良
さ
を
生
か
す
活
動
と
し
て
、
異
学
年
交
流
活
動
を
学
校
教
育
の
重

点
の
一
つ
に
し
て
い
ま
す
。
朝
の
あ
い
さ
つ
運
動
、
春
の
遠
足
、
論

語
カ
ル
タ
大
会
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で

小
中
合
同
や
異
学
年
交
流
の
機
会
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
交
流
を
通
し
て
、
中
学
部
の
生
徒
は
、
中
学
生
と
し
て

の
自
信
と
誇
り
を
さ
ら
に
高
め
、
小
学
部
の
児
童
は
、
お
兄
さ
ん
、

お
姉
さ
ん
に
人
生
の
先
達
と
し
て
憧
れ
を
抱
く
な
ど
、
一
貫
校
の
良

さ
を
醸
し
出
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

生
徒
会
集
会
で
の
司
会
や
小
学
部

の
専
門
委
員
会
と
連
携
し
た
委
員
会

活
動
を
担
当
す
る
副
会
長
の
副
島
さ

ん
は
「
生
徒
と
し
て
の
自
覚
や
責
任

を
持
て
る
よ
う
に
な
り
、
自
信
に
も

つ
な
が
り
ま
す
」
と
活
動
を
振
り
返

り
ま
し
た
。

　

給
食
の
時
間
に
は
小
中
合
同
で
食

器
の
管
理
を
行
っ
た
り
、
図
書
室
の

カ
ウ
ン
タ
ー
当
番
を
分
担
し
た
り
と
小
学
部
の
専
門
委
員
会
と
協
力

す
る
企
画
も
実
践
す
る
副
島
さ
ん
。「
一
貫
校
と
な
っ
た
こ
と
で
生
徒

の
自
覚
が
強
く
な
り
、
児
童
の
お
手
本
に
な
ろ
う
と
い
う
意
識
が
高

ま
り
ま
し
た
」
と
一
貫
校
の
効
果
を
語
り
ま
す
。

　

生
徒
会
長
の
西
村
さ
ん
は
「
西
渓
校
の
伝
統
で
あ
る
腰
鼓
は
、
６

年
生
が
５
年
生
に
指
導
す
る
こ
と
で
伝
統
の
継
承
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
理
科
の
授
業
な
ど
生
徒
同
士
の
学
び
合
い
活
動
を
通
じ
て
教

え
る
側
も
教
え
ら
れ
る
側
も
理

解
の
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま

す
」
と
西
渓
校
の
特
徴
を
語
り

ま
す
。
ま
た
、
「
生
徒
会
長
と

し
て
会
の
方
針
の
決
定
や
自
分

か
ら
行
動
す
る
こ
と
で
、
各
委

員
が
協
力
で
き
る
よ
う
常
に
意

識
し
て
い
ま
す
」
と
会
長
と
し

て
の
心
構
え
を
説
き
ま
し
た
。

　

各
小
中
一
貫
校
の
生
徒
会
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
生
徒
会
特

集
。
西
渓
校
で
も
一
貫
校
の
特

色
を
活
か
し
た
生
徒
会
活
動
に

取
り
組
み
、
自
信
に
あ
ふ
れ
た

生
徒
の
表
情
が
印
象
的
な
取
材

で
し
た
。
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小
学
部
と
中
学
部
の
教
職
員
が
協
働
し
て
教
育
実
践
を
行
い
、
小

中
一
貫
校
９
年
間
の
義
務
教
育
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
１１

月
７
日
、
西
渓
校
を
会
場
に
、
多
久
市
小
中
一
貫
教
育
研
究
発
表
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

研
究
発
表
会
で
は
、
福
岡
教
育
大
学
の
重し

げ

松ま
つ

宏ひ
ろ

明あ
き

教
授
を
招
い
て

『
小
中
一
貫
教
育
推
進
の
状
況
』
を
テ
ー
マ
に
基
調
講
演
を
行
い
ま

し
た
。
講
演
で
は
、
小
中
一
貫
校
の
先
進
事
例
の
紹
介
や
、
小
中
合

同
授
業
の
効
果
、
児
童
生
徒
の
変
化
な
ど
ス
ラ
イ

ド
を
使
っ
た
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
公
開
授
業
と
題
し
て
「
小
中
の
乗
り
入

れ
授
業
」
や
多
久
の
歴
史
・
文
化
や
職
場
体
験
発

表
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
異
学
年
交
流
授
業
」、「
Ｉ

Ｃ
Ｔ
利
活
用
授
業
」
が
実
施
さ
れ
、
約
２
０
０
人

の
教
職
員
等
が
参
加
し
、
一
貫
校
の
特
色
を
活
か
し

た
研
究
発
表
会
が
盛
会
の
中
で
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

〝
豊
か
な
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と
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ょ
の
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を
育
む
教
育
を
目
指
し
て
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こ
れ
ま
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の
歴
史
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し
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新
た
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踏
み
出
す
生
徒
会
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